






研究要旨:①前川班:これまでのハイリスク児、極低出生体重児への早期介入、支援研究を

基礎に、支援の在り方を年齢を拡大し、家族をも視野に入れると共に、地域での実践を可

能にする方策を探るために、極低出生体重児の 6 歳までの親にアンケート調査を行った。

その結果、ハイリスク群は発育・発達への不安が高い事と、親がハイリスク児の兄弟への

配慮、親類の理解が得られるような支援が望まれ、ハイリスク児と親だけでなく、その周

囲に人たちをも視野に入れた支援システムの構築が必要であることが判明した。ハイリス

ク支援事業の中心である全国保健所にハイリスク児との係わりについての調査をおこなっ

た。ハイリスク児事例の収集もおこなっている。その他市町村保健婦を巻き込んだ保健所

の支援システムなどの各個研究をおこなった。②小西班:初年度は協力班員よりの問題点の

列挙と、全国調査に向けての資料作りを行った。保健所における学童期の療育指導の在り

方、軽度脳性麻庫の学童期の心理的問題などの各個研究をおこなった。③二瓶班:無痛・無

汗症における排尿・排便の実態調査、歯列成長・発育の問題と対策、骨形成不全症の整形

外科的問題と治療、電動車椅子利用の障害時の実態調査、ムコ多塘症理解のためのガイド

ラインの作成などを行った。④日暮班:障害児を持つ家族、とくに父親・母親における育児

不安、育児環境の現状把握を行い、障害児をめぐる育児環境整備のための施策立案に資す

る目的で以下の調査を行った。障害児学童保育に関する調査研究を 40 施設を対象にパイロ

ットスタディを行った、障害児ケアに関する質的分析のための方法論の検討の、ほかに 2-3

の各個研究を行った。 


